
 
 
 

 

・登場人物の行動や発言を、根拠をもって考えることができる。 

・２つのクラゲチャートを比べ、理由の違いから友達の気持ちを考えて行動すること

の大切さに気付くことができる。 

 
① クラゲチャートの活用 

 シンキングツールの１つである「クラゲチャート」を、主人公の

行動の背景を考えるために活用する。主人公のみそさざいの迷いを、

根拠をもって考える中で、論理的思考力を

育てる。 

また、２つのクラゲチャートを見比べ、

うぐいすのところに行こうか考えている

時と、やまがらのところに行こうか考えて

いる時では、みそさざいの気持ちはどのよ

うに変化しているのか考える。クラゲチャ

ートの足の部分（理由）に注目し、やまがらのところに行こうとし

た時は、相手の気持ちを考えて行動したということを気付かせたい。 

② ロイロノート活用 

 授業では、ロイロノートのシンキングツールにあるクラゲチャー

トを用いて考える。ロイロノートを活用することで、言葉を簡単に

書いたり、消したりできる。これにより、児童は自分の考えを気軽

に書くことができるようになる。 

また、児童が作成したクラゲチャートを、ロイロノート上の提出箱

に提出し、全体で共有する場面で活用していく。集まった友達の回

答も見ることができ、自分と友達の考えを比べて、より考えを深め

られるようにしていきたい。 

研究主題に迫る手立て 

本単元における「論理的思考力」を 

働かせている児童の姿 

 


